








































































































































■ご発表内容やご感想
立松裕規（たてまつ　ゆうき）　㈱東畑建築事務所/設計・計画

　交流会では「プロジェクトが動き始めると

き」というテーマで発表いたしました。

　私たち設計者の職能の 1 つはクライアント

からのお題へしっかり応えることですが、実直

に回答するのみでは互いに納得感のある建築と

はならず、対話やエスキス、社会的な状況等を

参照する中で隠された固有のウォンツを発見・共有できた時、皆が同じ

目線で前に進みだせるように感じています。きっかけは設計者の経験か

ら生まれるような内面的な事柄のみでなく、クライアントからのハッと

する言葉であることも多く、改めて建築が自律的であり他律的なプロダ

クトであることを感じます。例に挙げたPILLAR福知山事業所第 2 工場、

那覇松山計画もそんなエポックな出来事に絡めて紹介いたしました。

　末尾になりましたが、交流会にお招きいただき有難うございました。

青年技術者顕彰への応募もしかりですが、CCCフォーラムではこれまで

携わったプロジェクトを伝えるという視点で整理することができ、有意

義な時間となりました。

安田翔太（やすだ　しょうた）　清水建設㈱/設計・計画

　「わかりやすい建築をめざして」というタ

イトルで、自らの構想が具体化した「東京工

芸大学 6 号館」と「T学園体育館計画」につい

て発表させていただきました。

　建築・空間設計という分野は、複雑な与条件

に加えて、発注者、設計者、施工者の感性・個性

が加わり、いくつもの個別解が成り立つユニークな分野だと感じています。

　その中で “わかりやすさ” は、表層的だと捉えられがちですが、利用 

者の使いやすさと親しみやすさに直結する重要な要素だと考えています。

　今回CCCフォーラム、交流会に参加させていただき、自らの根底にあ

る思考を整理できただけでなく、同年代の設計者たちと意見を交わせた

ことで新たな気づきも得ることができ、今後のモチベーションをさらに

高めることができました。

　第71回青年技術者顕彰に恥じぬよう、これからも誠実に建築設計に向

き合い研鑽を重ね続けたいなと思います。

藤井嵩広（ふじい　たかひろ）　㈱竹中工務店/構造

　私の発表テーマは「これまでの経験と考え」

ということで、自己紹介を含めたテーマでし

た。私が一番重要視している作業所ローテー

ション時に経験した現地現物のものづくりか

ら始まり、在来軸組木造建物での構造設計事

例や、鉄骨造建物の柱と大梁を偏心して接合

させる技術開発、構造AIの開発を紹介しました。それらの経験から、現

地のものづくりや設計方法一つ一つをきちんと理解すること、発達して

いく計算機やソフトに踊らされずに上手く道具として使っていくことの

重要性をお話しさせていただきました。主催者の皆様には、気軽な意見

交換ができる雰囲気づくりをしていただき、同年代の設計者たちと意見

交換や情報交換をすることができ、⾮常に有意義な時間を過ごすことが

できました。ありがとうございました。
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立命館大学大阪いばらきキャンパスH棟見学会� 情報見学小委員会
⽇　　時：2025年 6 ⽉27 ⽇（金） 14：00〜16：00
場　　所：立命館大学大阪いばらきキャンパスH棟（大阪府茨木市岩倉町2-150）
参 加 者： 31名（会員19名、一般12名）
参 加 費：会員 1,500円、⼀般2,000円
講　　師：堀良平氏（竹中工務店大阪本店設計部）
協⼒委員：担当・井ノ口洪太（竹中工務店）
　　　　　奥村朋孝（鴻池組）、中谷　真（大林組）⼤森雅⼈（清⽔建設）、橋本博行（戸田建設）

　情報見学小委員会が主催する「立命館大学大阪いばらきキャンパス
H棟見学会」が2025年 6 月27日に行われました。
　案内人として、設計者である竹中工務店大阪本店設計部の堀グルー
プ長、立命館大学 財務部 管財課 課長　増田幸治さんに協力を頂き開
催されました。

参加者を前に挨拶する堀グループ長

　冒頭、教室の一室をお借りして堀さんよりプロジェクトの概要と、
建物の計画についてレクチャーをしていただき、総勢40余名で建物を
案内いただきました。

研究成果が表出するプロムナード

　プロムナードと呼ばれる広く取られた廊下には、さまざまな用途の
部屋が並び、研究成果が並べられ廊下と一体的に使われている研究室、
新しい学びの形を空間化した新しい形の階段講義室、地域に開かれた
ギャラリー、ファブラボ、産学連携施設、地域連携施設、本格的な機
能を備えたスタジオ、ホール、食堂などの機能が立ち並び、さながら
どこまでも街が繋がっていくような空間体験でした。

　また、立体的に織り込まれ、内外をつなぐ吹き抜けの周りにはグ
ループワークや個人学習などに自由に選べるオープンスペースと家具
が並び、多くの学生が思い思いの活動に取り組む姿を見ることができ
ました。

トライスクエア

　広大なキャンパスにプロムナードの軸を作って敷地の柵を取り払い、
街と直接つながるキャンパスの原型を作った一期計画では、周囲の街
と広場に対して顔を作る外装の街並みと、学科ごとに分棟せずにモー
ルに並ぶ室の群で機能を分けた平面計画がキャンパス全体の骨格を
作っていますが、 2 期計画であるH棟では、その二つの表の顔をメビ
ウスの輪のようにつなぐ装置として、斜めに挿入された吹き抜けが並
ぶ “トライスクエア” や、内部と外部をつなぐ “テラスゲート” が象
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徴的にデザインされ、センシングによって微気候を作り出す大型シー
リングファンや超大型LEDモニタなどの先進的な設備類が印象的かつ
先進的な空間像を彩っていました。

　終了後のアンケートでは「設計者さま、建築主さまの話を直接聞け
たのは良かった」「立体的な空間構成がおもしろかった」「学生の利用
風景を見ることができ、建物の工夫が利用につながっていることを実
感できた」「地域に開かれた大学であり多様なコミュニケーションが生
まれてそう」「時間をかけて隅々まで見学できた」といった声をいただ
き、満足いただけたことを伺えるご意見が多数寄せられました。
� （文責　井ノ口洪太／株式会社竹中工務店）

委員の感想

　本見学会は、設計者による解説付きで建物を巡ることで建物の理解
をより深めることができることが特徴です。その意味では、様々な制
約から見学中の堀講師の解説が参加者の皆様に届きづらかった点は誠
に惜しいことではありました。ですが、それを補って余りあるほどに、
大学施設としての先進のプログラム、空間構成や仕上げの妙等、あら
ゆる工夫や学びのポイントに溢れており、皆さん十分に本施設の魅力
と空間の力強さを実感されたことと思います。ご協力を頂いた堀講師
をはじめ皆様に感謝致します。
� （奥村朋孝／株式会社鴻池組）

　地域や社会に開かれたキャンパスとして、学内外問わず学びの場を
提供できるような平面計画の工夫が随所に見られました。吹き抜けま
わりのカウンターや講義室に隣接した学習スペースなど、大小様々な
スケールの学生の居場所がつくってあり、実際に学生がそれらの場所
を活き活きと使っているのが印象的でした。もし私が今学生ならこん

なキャンパスに通ってみたいと思いました。堀さん、丁寧なご説明あ
りがとうございました。
� （中谷真／株式会社大林組）

　今回の見学会は、大学が授業を行っている時間帯での見学会であっ
たため、見学中はマイクの使用に制限があったりしましたが、学生さ
んたちの普段の生活や、建物の普段の使われ方を見ることができ、ま
さに「生きた建物」を見ることができる見学会となりました。また、
大学が目指すものがよく具現化され、次世代の発想がここを起点とし
て社会に発信されていくことを感じられるとても興味深い見学会とな
りました。ありがとうございました。
� （大森雅人／清水建設株式会社）

　今回はじめて見学会に参加させていただきました。設計者、大学担
当者による生の声を聴くことができ、良かったです。学生が集い活動、
交流ができるスペースが随所にあり学生を大切にされている施設だと
感じました。また、廊下を利用した実験スペース、地域の方に開放さ
れたキャンパスにおいて、学生の活動が見える工夫等、とても印象に
残りました。
　見学会にご尽力いただきました関係者の皆様にありがとうございま
した。
� （橋本博行╱戸田建設株式会社）

南面見学風景

テラスゲート
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万博会場の熱供給設備について
安井建築設計事務所　環境・設備部

小林陽一、榎本丈二、高橋尚哉、福本拓人

寄稿

■はじめに
　2025年日本国際博覧会（大阪・関西万博）は、2020年に「いのち輝

く未来社会のデザイン」をテーマとし、大阪湾にある「夢洲（ゆめし

ま）」を会場とすることが決定され、開催から 2 ヵ月以上が経過した

現在、会場は賑わいを見せており、連日多くの来場者で活気に満ちて

いる。（開催期間 2025年 4 月13日〜10月13日、184日間）。2020年に

策定された基本計画では、会場内のパビリオンワールドに建設される

展示施設の空調設備のために、地域冷房方式で冷水供給を行うことが

設定されている。2021年 3 月に「熱供給設備設計業務」の設計者が選

定され、設計期間は、2021年 5 月から2022年 4 月であった。

注記：�本稿では設計終了時点の情報を基に掲載します。着工以降の変

更等は反映できていな場合があることをご了承ください。

■地域冷房施設の設備概要
　博覧会協会から「熱供給設備設計業務」の発注に際しては、仕様書

において設計内容として以下の項目が挙げられていた。

1 ）熱供給設備機器設計 

2 ）冷水配管設計

3 ）�冷却水、都市ガス、給水（機器補給水）、排水（機器排水）各配

管設計

4 ）中央監視設備（熱供給設備）・自動制御設備設計

5 ）電気設備（熱供給設備機器の動力設備）設計 

6 ）再生可能エネルギー設備

　これらのシステムの選定、各種機器の機種・容量・台数の選定、配

置検討を行い、図面作成、数量計算を順次行った。

　また、照査技術者により設計内容を照査することが求められていた

ため、設計チーム内にコミッショニングチームを設置し、セルフコ

ミッショニングという位置付けで設計内容の検証を行いながら設計を

進めた。

■計画コンセプト
　国際博覧会の熱源設備を計画するに当り、この時代にふさわしい設

備計画として以下の基本方針（コンセプト）を掲げた。

●基本方針

　2050年の温室効果ガス排出量ゼロの目標に向け、未来の熱源システ

ムの模範となる熱供給設備を構築する。そのために先進性の高い設備

とするとともに、2025年日本国際博覧会の開催期間中、安定した冷水

供給が行えること、半年間のみの運用となるため、イニシャルコスト

を抑え、設置した機器、配管などを極力3R（リデュース・リユース・

リサイクル）が可能なシステムを目指す。

　期間中に故障等が生じた場合でも必要な機能を維持できる冗長性、

信頼性の高いシステムとする。停電時においても最小限必要な冷水供

給が行える計画とする。

●設計方針

　基本方針を基に、以下の設計方針により計画を進めた。（基本設計書

を基に抜粋した）

①高信頼性

・供給インフラの多重化（電気・都市ガス）による熱源機構成とする。

・供給処理施設は４か所の分散配置とした熱源機容量にて計画する。

・熱源機容量は分割化を行い、故障時のリスクを低減する。

・�供給処理施設間を冷水配管で結び、相互バックアップの可能な全体

システムとする。

・�地中埋設配管は、地盤沈下や地震に対する追従性に優れたポリエチ

レン管とする。

・�コージェネレーション設

備の導入により、電力

バックアップを行う。停

電時でも中圧都市ガス供

給が可能であれば、コー

ジェネレーション発電機

より電力を供給し最小限

の冷水供給が可能な計画

とする。（写真 1 ）

・�各供給処理施設の設備機器を、一括管理・監視が出来るシステムと

する。

②イニシャルコスト抑制

・汎用性の高い機器にてシステムを構成する。

・�費用対効果を考慮した設備計画を行い、イニシャルコスト・ランニ

ングコストの縮減を図る。

・�協会ネットワークを活用した中央監視システムの導入により、配線

工事の省略化を行う。

・各設備の運用の自動化・簡素化を図り、運用にかかる負担を軽減する。

③高省エネ性能

・�会場全体の負荷変動に合わせた運転を行えるシステムとし、無駄な

エネルギー利用を行わない計画とする。

・再生可能エネルギー（海水熱、帯水層蓄熱）を導入する。

・�コージェネレーション設備から発生する排熱を、排熱投入型ガス吸

収冷温水機にて利用する。

・�冷水配管をループ状に結び、熱融通システムを構築する。（Expo 

Cool Net：後述）

写真 1　コージェネレーションシステム
（南東供給処理施設）
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　冷水の送水温度は、効率向上を目指し 9 ℃としている。また、送水

量の低減による省エネルギーを図るため、送水温度差は10℃としてい

る。送水ポンプは、供給処理施設ごとに台数制御と変流量制御を行う

計画である。

■配管設備
　供給処理施設の熱源から各施設建物への冷水供給は、会場の通路部

分に埋設する冷水配管により行う。配管材には、経済性・施工性・耐

震性を考慮して配管用ポリエチレン管を採用した。ポリエチレン管の

口径は、200φを最大口径となるよう計画し、イニシャルコストの低

減を図っている。また、ポリエチレン管は、放熱量の程度を検討のう

え保温無しの直埋設とした。施設建物との取り合い部分はバルブを設

けて、接続以降の冷水配管は施設建物側工事としている。

　冷水配管は、 4 か所の供給処理施設間を繋ぐことにより、負荷に応

じて効率の良い運転を行い、相互バックアップが可能としている。こ

れを「Expo Cool Net」と名付けている。 

■海水熱利用設備
　海側の 2 箇所の供給処理施設（南西及び南東）では万博会場水域の

水の入替えのため取水される海水を、ターボ冷凍機用冷却水として用

いることで熱源機の効率向上を図る計画としている。1500RT× 2 プラ

ントの冷凍機の冷却水を負担し、海水取水量は約3,300㎥/hにて計画し

ている。また、バックアップとして通常の冷却塔も設置している。

　海水熱利用は、チタン製のプレート式熱交換器を用いた間接利用方

式とし、海水取水ポンプは、経済性・設置位置・取水口と供給処理施設

の高さの関係より、水中ポンプ方式

とする。夢洲護岸の既存ケーソンの

中に水中ポンプを設置し、ポンプ及

び配管への海洋生物の付着を防止す

るため、取水口に次亜塩素酸ナトリ

ウムを注入可能とする。次亜塩素酸

ナトリウムは、メンテナンス性・環

境性の観点より、海水電解装置にて

海水を電気分解して生成する。（図 2 ）

（写真 4 ）

■帯水層蓄熱設備
　供給処理施設（南西）では、地中

の帯水層を利用した帯水層蓄熱シス

テムを採用する。高温井戸、低温井

戸の 2 本の井戸を約200ｍの間隔で

設置する。井戸深さは約90mで計画

したが、地質調査等を経て、約60m

に決定した。冬期に冷却塔のフリー

クーリングにより製造した冷熱を地

中に蓄え、夏期に200RTのターボ冷

凍機の冷却水として利用

することで、エネルギー

の有効利用を図る計画である。このシステムにより、通常

のシステムによる運転に比べて約 10％のエネルギー消費量

の削減を目指している。（図 3 ）（写真 5 ）

■監視・制御
　運用の効率化、省エネ化、ランニングコストの低減を

目的とした制御・監視システムを構築する。中央監視装

置はWebサーバ方式とし、 4 か所の供給処理施設におい

て監視・操作ができると共に、中央監視室（管理棟）に

設置したPCにて、遠隔から監視・操作できるシステムを

構築する。（図 3 ）

 写真 2　南東供給処理施設 写真 3　吸収式冷温水機
（南東供給処理施設）

写真 4　海水取水口（南東）

写真 5　帯水層蓄熱深井戸
（地表マンホール開口部）
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図 2　海水熱利用設備のフロー図
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・主な制御項目

　熱源機台数制御、冷水 1 次ポンプ回転数制御、往環ヘッダー間バイ

パス弁制御、ガス吸収冷温水機出口温度制御、冷却水ポンプ回転数制

御、冷却塔ファン回転数制御、海水熱利用システム制御、帯水層蓄熱

システム制御、ジェネリンク廻り制御、コージェネレーションシステ

ム廻り制御

・主な計測、計量項目

　各機器の発停・状態・警報・故障、各種エネルギー消費量に関する

計量、各種制御に関する温度・流量・圧力等の計測（図 4 ）
【クラウドプラットフォーム層】 

Cloud 

API プ 

熱供給設備 
【中央監視・統括コントロール層】 統括プラットフォーム 

Plant-PF 
BACnet GW 

中央監視(SCADA) サーバ (BACnet/MQTT 
Client PC + 統括コントローラ Converter） 
(Browser) (Supervisor Controller) 

B-OWS ルータ 

 
︓熱供給設備工事側からパビリオン等工事へ支給する機器 

（計測器設置、配管配線工事、盤組み込みは、パビリオン等工事） 

【クラウドプラットフォーム層】 

 

API 
熱負荷予測 

プラットフォーム 
Prediction-PF 

【中央監視・統括コントロール層】 
熱供給設備 

統括プラットフォーム 
Plant-PF 

API Expo-ICT-PF 

BACnet GW 
(BACnet/MQTT 

Converter） 

ルータ 

BACnet IP(LAN) 

パビリオン等 
Local Controller 

(B-BC) 
Local Controller 

(B-BC)  
(熱量/温度) 

Client PC Client PC 
    

… 

 

供給処理施設(北西) … 供給処理施設(南西) 

2次ポンプ台数制御・
推定末端差圧制御 

コントローラ 

供給処理施設(南東) 供給処理施設(北東) 
信号増幅器 

【ローカルコントロール層】 
  

自動制御盤 
 

 
パルス 

圧力発信器 
(往水1次ヘッダ、 

還水ヘッダ) 
 

 
配管温度センサ 

(往還温度) 

 
中央監視(SCADA) サーバ 

Client PC  + 統括コントローラ 
(Browser) (Supervisor Controller) 

B-OWS 

図 4　制御・監視システム構成図

■まとめ
　熱供給設備はBOO（Build Own Operate）方式にて選定された熱供給

施設運用グループが工事を行い、2024年８月に完成した。その後、試

運転調整を経て開幕を迎え、現在、同グループにより運転が行われて

いる。日々の運転管理を行いながら運転データを収集しており、今後、

各システムの効率や有効性について検証を行う予定としている。（図 5 ）

 
図 5　熱供給施設運用グループ　構成図

　新しい時代を担う国際博覧会の、省エネルギー運用の一旦に資する

ことができれば幸いである。

（謝辞）

　熱供給設備は博覧会協会整備局の皆さまとの検討協議により設計を

行いました。設計期間はコロナ禍の真っただ中にあり、定例会議をは

じめとする設計協議は全てリモートにて開催しました。関係各方面と

の調整など協会整備局のご尽力によって期間内に設計をまとめること

ができたことに、感謝の意を表します。
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①井戸：低温井戸と高温井戸の２本１組で形成され、帯水層の地下水を利用するための設備 

②深井戸ポンプ：帯水層の井水を帯水層用熱交換器、低温井戸および高温井戸へ搬送するための設備 

③膨張タンク：井水に常時圧力を加え酸化防止する際に、膨張を吸収するための設備 

④帯水層用熱交換器：井水と冷却水を熱交換する設備 

⑤冷凍機：冷水を製造するための設備 

⑥冷却塔：熱源水を冷却するための設備 

⑤冷凍機 

③膨張タンク 
④地下水用 
熱交換器 

供給施設内 井戸蓋 

低温井戸 約200m 高温井戸 

帯水層 

ピット 

⑥冷却塔 

②深井戸ポンプ 

①井戸 

③膨張タンク 

供給施設内 井戸蓋 

低温井戸 約200m 高温井戸 

帯水層 

ピット 

 

⑤冷凍機 

⑥冷却塔 

②深井戸ポンプ 

①井戸 約
60m

 

約
60m

 

図 3　帯水層蓄熱設備のシステム概要・フロー図
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『建築と社会』誌　カラー版をWEBで！
『建築と社会』の紙面がPDFファイルで読めるようになりました。

本誌ではモノクロのページも、PDF版はカラー写真を掲載している場合があります。
協会ホームページの会員専用ページからご覧いただけますので、ぜひご活用ください！！

会員専用ページからは『建築と社会』の創刊号より会誌の記事検索ができます。
★　招待券抽選応募フォームもこちらから　★

ログイン方法は下記参照

 

 

日本建築協会ホームページ（http://www.aaj.or.jp/）
にある「ログイン」ボタンをクリックするとI Dと
パスワードの入力画面になります。個人会員の方には
会員証と共にIDとパスワードをお送りしています。
ご 不明な場 合はsoumu@aaj .o r. jpへお問合 せ
ください。

ログイン後、「会員専用ページ」のこのボタンから記事検索ができます。年代と目次を基にしたフリー
キーワード検索ができます。（記事のタイトルや執筆者名、建築物の名前など）ただしタイトル・
執筆者において、旧字体、環境依存文字等は検索システム運用のため常用漢字等へ変更しています。
（瀧→滝、澤→沢、實→実など）
検索結果の「表示する」ボタンを押すと会誌1冊分のPDFファイルが表示されます。
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企画：⽇本建築協会 
発⾏：学芸出版社　

出版図書の
ご案内

日本建築協会の会員は本体価格の 1 割引＋
税でご購入いただけます。(送料実費)
詳 し く は （ ⼀ 社 ） ⽇ 本 建 築 協 会 事 務 局

（TEL 06-6946-6981、FAX 06-6946-6984、
E-mail soumu@aaj.or.jp）まで。

最新刊　2024年 9 月発行

現場写真でわかる
⽊造住宅⼯事の納まり
著者  春⼭浩司　監修  ⽟⽔新吾

最新刊　2024年 9 月発行

住宅が傾かない
地盤・基礎のつくりかた
著者  髙森　洋

A5判  256ページ　定価  本体2,800円＋税 A5判  216ページ　定価  本体2,700円＋税

品質のバラつきによ
る瑕疵のリスクをな
くし、顧客の満⾜を
得られる質の⾼い施
⼯をするための住宅
⼯事の納まりをポイ
ン ト 別 に 現 場 写 真
＋図⾯にまとめた⼀
冊。

阪神⼤震災以降、地
盤調査と地盤補強は
⼀般化したが、まだ
まだ不同沈下のトラ
ブルは減らない。災
害の激甚化に備え、
強い住宅地盤・基礎
をつくる⽅法を第⼀
⼈者が説く。

2023年 7 月発行

設計者のための
建築コストプランニング術
著者  北野正美
A5判  184ページ　定価  本体2,500円＋税

2023年 4 月発行

組織設計・ゼネコンで設計者になる
⼊社10年⽬までのはたらきかた
編著  （一社）日本建築協会U－35委員会
四六判  224ページ　定価  本体2,200円＋税

2022年 3 月発行

イラストでわかる
建設現場のチェックポイント
著者  柿﨑正義・玉水新吾
A5判  236ページ　定価  本体2,800円＋税

狙い通りの見積をと
るための図面の書き
方、施主の予算・要
望に応えつつ良質な
建 築 を 実 現 す る ツ
ボ 、 設 計 段 階 別 ・
工 事 種 別 の 見 積 書
チェックの極意をや
さしく指南。

組織設計事務所やゼ
ネコン設計部で働く
若⼿設計者たちのや
りがいと壁、そして
成 ⻑ 。 所 属 組 織 を
超えて切磋琢磨する
U-35委員会の17⼈
の実務録。

地 盤 構 造 ・ 構 造 躯
体・外装仕上げ・雨
漏りについて、現場
での工程内検査やメ
ンテナンス時に瑕疵
の芽を完全に摘むた
めにチェックすべき
ポイントをわかりや
すく解説。

2021年 8 月発行

直感で理解する！
建築デザイナーのための
構造技術の基本
著者  山浦晋弘
A5判  216ページ　定価  本体2,500円＋税

2021年 2 月発行

図解　住まいの設備設計
暮らしやすさから考える
家づくりのポイント
著者  堀野和人・加藤圭介
A5判  172ページ　定価　本体2,600円＋税

2020年12月発行

図解　建築と構造の接点
トラブル予防のツボ100
著者  仲本尚志・馬渡勝昭・長瀬　正
A5判  256ページ　定価  本体2,800円＋税

「いい建築デザイン」
はどんな構造技術に
支えられているのか
を文章と手描きイラ
ストでやさしく解説。
建築デザインの幅を
広げるための考え方
や、細部にこだわる
時の注意点など、わ
かりやすく紹介。

安全で快適な住宅を
つくるには、暮らし
や す さ を ふ ま え た
設備計画が欠かせな
い。玄関・洗面室・
寝室など、住まいの
10の空間別に、生活
行為に適した設備設
計の考え方をわかり
やすい 2 色刷イラス
トで紹介。

建築のトラブルにつ
ながりやすい建築デ
ザイナーと構造エン
ジニアの協業不足。
その「接点」を建物
のライフサイクル・
構造種別に紹介し、
ト ラ ブ ル 予 防 の ノ
ウハウを具体的に解
説。
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図解　間取りの処⽅箋
暮らしから考える住宅設計・
改修のポイント
堀野和⼈・⼩⼭幸⼦  著

図解　建築と設備の接点
トラブル予防のツボ
仲本尚志・⾺渡勝昭・⾚澤正治  著

直感で理解する！
構造⼒学の基本
⼭浦晋弘  著

住まいの 8 つの空間に
ついて、実際に人が暮
らしていく上で不都合
が生じる「お困り間取
り」とその改善ポイン
トを解説。

騒音・振動・漏水・結
露・臭気・メンテしに
くい…。トラブル予防
の方法を設備別にイラ
ストで詳細に図解。

「構造力学」の先にある
「構造設計」の魅力が
見えてくる一冊。一級
建築士試験にも役立つ

「力学問題アラカルト」
付き。

A5判  232ページ
定価  本体2,800円＋税

A5判  216ページ
定価  本体2,400円＋税

A5判  184ページ
定価  本体2,600円＋税

図解　⾬漏り事件簿
原因調査と対策のポイント
雨漏り110番技術班  監修
⽟⽔新吾・唐鎌謙⼆  著

図解　住まいの⼨法
暮らしから考える設計のポイント
堀野和⼈・黑⽥吏⾹  著

図解　⼀発で通す！確認申請
Q&Aでわかる新築・増改築のポイント
野⼝　元・平沢隆志・仲本尚志  著

多数の事例をもとに実
務に役立つポイントを
解説。ヒアリングシー
トと現場写真で原因と
対策を丁寧に図解した
一冊。

生活行為の理にかなっ
た寸法をわかりやすい
2 色刷イラストで紹介。
寸法の持つ意味を知る
ことで設計実務に活か
せる一冊。

申請する側＆審査する
側のベテラン著者がわ
かりやすく図解。増改
築・リニューアル関連
の確認申請のポイント
も手厚く解説。

A5判  200ページ
定価  本体2,600円＋税

B5判  192ページ
定価  本体3,200円＋税

A5判  216ページ
定価  本体2,500円＋税

直感で理解する！
構造設計の基本
⼭浦晋弘  著

〈プロのノウハウ〉
建築現場のコンクリート技術
柿崎正義・⽟⽔新吾  著

 〈プロのノウハウ〉
写真マンガでわかる
⼯務店のクレーム対応術
⽟⽔新吾・⻘⼭秀雄  著

実務で押さえておくべ
き項目や設計上の落と
し穴を、イラストや写
真、図表と平易な文章
で直感的に理解できる
よう解説。

仕事の流れにそって「そ
こが知りたい」「今さら
きけない」ポイントを
図・写真・マンガでわか
りやすく解説。よくある
トラブル事例集付き。

施主とのコミュニケー
ション不足から生まれ
るクレームを網羅し、
正 し い 事 前 説 明 と ク
レーム発生後の対応を
わかりやすく解説。

四六判  220ページ
定価  本体2,000円＋税

四六判  220ページ
定価  本体2,000円＋税

A5判  216ページ
定価  本体2,400円＋税

設計・監理・施工者のための
建築品質トラブル予防のツボ
仲本尚志・馬渡勝昭  著

図解　写真マンガでわかる
住宅メンテナンスのツボ
玉水新吾・都甲栄充  著

現場直伝！
躯体工事の100ポイント
中川　徹  著

トラブルの起こらない建
物のために知っておくべ
き建築工事の基本知識と
トラブル予防のポイント
を「危険予知と予防」の
観点から解説。

住宅の部位別に写真マン
ガでチェックポイントと
対処法、ユーザーへのア
ドバイスの仕方をやさし
く解説。

長年にわたり現場指導
を行ってきた著者によ
るわかりやすい解説で、
知っておくべきポイン
トを効率よくマスター
しよう！

A5判  248ページ
定価  本体2,800円＋税

四六判  220ページ
定価  本体2,200円＋税

A5判  256ページ
定価  本体2,800円＋税












